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大容量火力発電所機器配置の要点
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内 容 梗 概
力発電所の配置計画上最も重要な本舘建屋内機器配置の要点を概説した｡

テムのプラントについて考察し,配置の基本考察より考慮すべき諸項日,

種々の形式に対する考え方などを述べ発電所計画の参考に供した｡

1.緒 言

新設火力発電所の配置計画にあたってほ,最終設雀台

数･什九敷地の形状,気象,周囲の条件などを考慮し

次の諸項目について検討せねばならない｡

(1)本館 屋の位置,方向,増設方向

(2)冷却水坂入口,水路,冷却水ポンプ室および排

水路,排水口

(3)燃料の受入,貯蔵,輸送

(4)灰処理設備

(5)補給水処理設備,雑用水設備

(6)送電線の引Hl

(7)サービスビルおよ

(8)主要道路

屈=Hび 屋

これら諸項目を総合的に検討Lて作成する概略全体配

置計画図(プロットブラン)に基き,さらに各部詳細検討

に入り,個々の設備,装置計画を進め完全なプロットプ

ランを作成しすべての計画の基本とする.｡

本文ほ上記諸項日中,計画上最も問題が多く,かつ経

済的にも運転監~紀保守にも重要な本館建撞1勺の機器僅眉

について基本計画より各部配責引こ至る間の問題点を託し

た0文中単に配置と記するのほ本館建屋内配置を意味す

る｡

検討の対称は35,000kW級以上の大牢量子ニットシス

テムプラントを主とした｡

2･基 本 考 察

配置計画にあたり常に念頭におくべき条件は次のこと

である｡

(1) できるだけ合理的設計により土木費,建築費な

どを少なくし経済的なること｡

運転,操作,監視,点検に優なること｡

建設工事,増設工事を考慮すること｡

機楓電気土木建築間の調和が保たれること｡

以下配置の基本形式の決定,建屋寸法,柱割,各機器
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第1表 丁形配置とⅠ形配匿の得失比較表

T 形

建屍面#モ

クレーンスパン

明 る さ

ブス引出し

冷却水取人れ

分解組立スベ∴-ス

主蒸気管,再熱管

運転制御

共通のものの連絡

増設の場合

便(トランスが建屋

に近いとき)

比較的せまい

長くなる

向により不便

不 便

●

長 い

陪*

不 便*

不盾｢鹿屋内配管長

､
､

広 い

短 い

T形に比し短くなる

*】形の場合 電気室,~串務宰兎どを第12図のようにタービン建崖

に平行に設置する場合であり･しからざる場合は差ほあまりない｡

の配置計画を進めることになる｡

2･l基本形式

ユニットシステムのタービン発電機とボイラの基本配

置とLては弟l図(A)に示すように,タービン発電機の

軸心をボイラの軸心と底角におくT形配置と(B)に示す

ようにタービン発電機軸心とボイラ軸心を平行におくⅠ

形配置に大別せられる｡

T形配置とⅠ形配置のいずれが適当かという問題は,

個々の場合の条件を考 恩､ して検討せねば判定しがたい

が･一般的に考えられる点ほ第一表に示すとおりである｡

本義は35･000kWないし125,000kW級を対象として
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比較したものであるが,さらに出力の大なるトリプルフ

ロータンデムコンパウソド機においてはⅠ形ではクレー

ンスパンの増加が著しく大となり不利となる｡現在わが

における新鋭火力発電所においては125,000kW以上

でⅠ形を採川した例はないが米国においてほたとえば

LindenP.S.の225,000kWタンデムコンパウンド機の

ように(1),大容量でもⅠ形配置の例が多く,欧洲におい

ても西独のHamburg Neuhof P.S.80,000kW(2)ユニ

ットほタービン室スパン37.8mに及ぶⅠ形を採用して

おりそのほかの例も多い｡いずれにしてもタービン側建

屋の所要長さとボイラ側建屋長さに差が多い場合ほいず

れかにむだな空間が生じ いたずらをこ建屋両線,容積を

増大するのみで好ましくない｡要ほタービン建屋とポイ

ラ建 の長さが互に等しくなるよう,補機室(給水加熱

器室)ミル妄,電気室そのほかを適宜計画して,歳も都

合よく収まるよう計画することである｡

臼_l力がさらに増大しクロスコンパウンド機の亀城には

いると配筐はだいぶ楽になってくる｡.クロスコン㌧ペウン

ド機はタービン発電機軸長が短くなりまた,故近のクロ

ースカツブルドクロスコンパウンド機では横幅も比較的

少なくてすむようになった｡このため据付面積は著しく

減少し,したがって建屋面積も少なくなった｡

クロスコンパウンド機の場合もⅠ形丁形の両案が考え

られる｡米匝1におけるⅠ形例としてはRinerRougeP.S.(3)

BleedP.S.(4),WillCountyP.S.(5)などがありT形にほ

PortlandP.S.(6),OakCreekP.S.(7)などがあげられる｡

T形,Ⅰ形の 定後さらに全体的見地からサービスビ

ル位置,主変圧器,所内変圧器,起動変圧器の位置,冷

却水ポンプの位置,大物搬入l｣,水処理室,そのほか木

館 屋まわりの概略計画が決定せられる｡

2.2 屋内,屋外,半屋外の問題

配置計画における第2の基本問題ほ屋内式か屋外式か

という点である｡現在火力発 所には屋内,半屋外,全

屋外の3種の方法があり米国などの最近の設問傾向は第

2図(8)(9)ようで,半屋外,全屋外がそれぞれ相当の割合

を占めている｡屋内式,半屋外式,屋外式の得失につい

てほいろいろ諭ぜられているので(10)(11)ここでほ略する

が,屋外式あるいほ半屋外式とした場合,配置的にいか

に影響するかは検討の余地がある.｡

舞3図ほ屋内,半屋外,全屋外発電所の屋内部分を示

す図であるが,全 外といってもある櫨の機器ほ必ず屋

内に設置せねばならない｡第4図ほ米国において1953年

から1956年間に建設された267箇所の新鋭火力発電所に

おける各機紹の屋内,屋外別を示す図(12)であるが,本図

よりも明らかなるように,給水ポンプ,ミル,コントロ

ール関係,各種コンプレッサ,メタルクラッド配電盤な

ど全部またほ大部分が屋内設置である｡このため,中央

/ク【柑 僧7

厚

内

午
冒
ホ

屋

外

第2同 米国における発電所建星の傾向

第3図 屋内式,

指示概略図

半屋外式,屋外式の屋内部分

/戊7

[:::コ 屋外式
∈≡∃ 半屋外式

屋内式
不 明

第4図 各機器の屋内屋外の傾向
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制御室

第5図 半地下式発電所の一例

水ポンプメタルクラッド配電盤そのほかの設置

場所が問題となり,全屋凋の場合と趣を異にする｡また

屋外配管そ

水構造,

凍のかほの どに注意を払ったり,防

什舞,タービン発電機のエンクロージャーな

どの考慮もせねばならない｡

わが国においても局外式,半屋外式プラン1､が各所に

建設せられまたほ建設巾で今後さらに増加するものと一心

われる｡

2.3
一階床とグランドレベル

本間題と第3ほ一一階床面とグランドレベルとの関係

である｡一般にわが国の新鋭火力発電所ほ海岸埋立地に

設置されるゆえ,グランドレベルと一階床面ほ水ほけの

ため150～300mm程度差をつけるが,冷却水を河川ま

たは湖水よりとる場合またほ海岸でも水面より相当高い

位置に設置するような場合ほ,第5図のように発電所

転床面をグランドレベル付近にし復水器などは地下また

は 地下にする場合もある｡かくすることにより冷却水

ポンプの揚程の減少を行いうるがいかなるレベルまで掘

り~Fげるかは,地魔の質,土木費,建築費,動力節減な

どを考え最も経済的方法によらねばならない｡

3.配置計画大要

3.1連星概略寸法の決定

建屋の寸法ほタービン発電機室,ボイラ重などの必要

最小限の寸法を求めさらにそのほかの主要補機類配置の

スペース,酉己管のスペースなどを考慮するとともに,建

屋の柱乱 各階配置などを検討して総合的に決定せねば

ならない｡

3.1.1 タービン発電機室

弟d図においてタービン発電機室の長芋方向の最小

寸法ほ,タービン発電機全長とロータ引抜所要寸法お

よびタービン前側運転スペース(Ⅰ形の場合)または主
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第6図 タービン宅建屋寸法の決定要素

(T形配置の例)

蒸気配管,再熱蒸気配管(T形の場合)などの所要スペ

ースをあわせ考えた寸法になる｡

タービン発 機窒の幅ほタービン架台の幅と架台の

左右の所要スペースによるがこれほ配置いかんにより

大幅に変化する｡一般に復水器管の引抜スペース,冷

却水管およびレバーシソグ弁の設置スペース,復水器

水室の分解スペース,再熱塞止弁,中間阻止弁および

再熱蒸気管の配管スペースなどを考慮しさらに場合に

よっては,給水加熱器,軸受冷却装置用熱交換器その

ほかの機器の配置を考えて決定する｡復水器冷却管引

抜スペースほ冷却管がある程度考曲しうること,およ

び大形の復水器においてほ中央部に冷却管が配列して

ないゆえ復水器幅心繰上の柱は支障ないことを念頭に

おいて計画する｡また建屍の節約上冷却管の引抜きを

建屋の外側に行うよう計画することもできる｡

タービン運転床面高さは復水器の据付,主蒸気管,

再熱蒸気管の配管,中二階の利用方法などにより定ま

り出力により多少異なるが大略8mないし11mの間で
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ある｡大形機でほ復水器を角形とし架台の高くなるこ

とを防ぐとともに架台内を有効に利用している｡⊃

運転床面ほ復水器の配置構造いかんで低くすること

ができる｡弟7図は復水器設置の数例であり第8図ほ

軸流形復水器を有するPortlandP.S.のタービン架台

回り概略図(13)である｡図より明らかなるように軸流

形としたため150,000kWで6,400mmの高さに収ま

っている.｡

クレーンフック 晶 さは水 冷却器の引抜所要高さま

たは低圧ケーシング吊上げ高さより決定され,クレー

ンフックとレール問およぴレールと建屋染下寸法はク

レーンの化様により決定される｡

クレーンの巻上容量ほステ一夕を吊る場合ほこの重

量によるがステ一夕据付時クレーンによらぬ場合もあ

り,その場含ほロータまたほ低圧ケーシングなど分解

時の最大重量片により決定してよい｡

3.1.2 ボイ ラ室

弟9図ほボイラ宅主要寸法決定要領図である.っ

D■ロ＼く

lt⊃Dくコ】

第7回 復水器設置の数例

第41巻 第6号

ボイラ室の主要寸法はボイラ本体の設計によって火

炉火いさとボイラ鉄骨の位置が定まりこれに付随し

て,FDF,IDF,GRF ガスダクト 空気ダクトなど

が定まる.｡またミル台数容量によりミル室の寸法が決

定され,ボイラ両側ほスートブロアの引抜きスペース,

管取換刑スペースなどにより決定する｡

運転床面ほタービン側に合せる｡

空気予熱器は鋼管形にするかユングストローム形に

するかに従ってボイラ後部の設計が変化しさらに蒸気

式空気一子燕器の採否も配置上多少の相異をきたす｡

ボイラ後部ほ煙突を地上に設置するか屋上に設置す

るからこより長さが著しく異なる｡弟10図ほ屋上に設

けた例で外[郎こは多いが最近わが国ではあまり採用さ

れていない｡

ボイラ天神の大染ほドラムF】ち揚に十分なる余地とド

ラムの付属品の取付■叶能なるスペースを有するように

ドラムの吊上こご

丁重する高さ
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第9図 ボイラ窒建屋寸法の決定要素
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発電機設備断両国

第2表 丁形配置の場合のタービンの向き

による一般的得失

する｡ベルトコンベヤ室の天井梁ほトリッパを通しう

るスペースを有することが必要である｡

3.2 産屋柱割と一階床配置計画図

タービン発電機室,ボイラ室の概略寸法が

次いでボイラ鉄骨スパ として

定すれば

屋の柱割を行い

この柱剤でタービン側が都合よく収まり主要補機の収納

スペースが具合よいか否かを検討する｡この際問題とな

る点ほ,

(1)Ⅰ形配置の場合,(A)タービン軸心とボイラ軸

心との線を一致させるかまたはどれだけ食い違わせる

か｡

(B)2機以上設間する場合,2機ずつ勝手違いとする

かまたは各機を同一膵手にするか｡

(2)T形配置の場合,(A)復水器中心線とボイラ中

心線を一致させるかまたほどれだけ食い違わせるか｡

(B)2機以上設置する場合,タービンの向きを一方向

にそろえるか,タービンを向き合わせるか,発電機を

向き合わせるか｡

(C)復水器冷却管の引抜方向をボイラ側にするかその

反対とするか｡
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(3)中央窒の位置,大きさ,メタルクラッド配電盤

宝の位置,大きさ,エレベータの位置そのほか｡

上記各項目はそれぞれの場合に応じて最も適した方法

を採用すればよいが(2)の(B)項について一般的な得失

を考えると弟2表に示すように結論的に3台以上奇数台

の場合では同じ向きがよく,2台または偶数台でほ大差

ないものと考えられる｡

建屋の柱割が決定すれば次いで間柱の決定と一階に配

置する各種機器の配置計画に移るがこれらほ各論で諭ず

ることとする｡

なお床面下に設置されるパイプダクト,各瞳ケーブル

トレンチ,ドレンピットなどの配置計画ほあらかじめ予

定位置を考 し,各機器,電動機,コントロールセンタ

などの位置ほこれらの計画iこ従って合理的に行わねばな

らない｡またダク1､,トレンチなどが自由に設置しうる

よう,基礎マットと一階床の間は十分に間隙を設けるこ

とが肝要である｡

3.3 各階配置と主配管配置

一階1 面配置と同時に各階配置を行う｡大容量発 所

においてはスペースの有効利用上運転床面と一階床との

問にコンクリートスラブの中二階を設置することが多

い｡中二階には,エゼクタ,グランドコンデンサ,油タ

ンクおよび油冷却器,メタルクラッド配電盤,パワーセ

ンタコンプレッサなどをおく場合が多い｡また堅形給水

加熱器の場合はその操作床となる｡中二階の給水加熱器

回りを,コンクリートスラブの代りに 転操作および保

守上必要な最小限度のグレーティング張とする設計も最

近増加し,米[射こおいてほ1956年度67の発電所中48箇所

が採用している(14〕ほどである｡わが国においても輸入

プラントで紹介されて以来多くの発電所で用いている｡

グレーティング床は鉄筋コンクリートに対し 量が1/7な

いし1/10 となり工期の短縮,地震荷重の軽減に役だっの

みでなく,採光,換気にもよいなどの利点を有する｡

三階ほタービン発電機ならびにボイラの運転操作床と

なり,タービンなど主機のほか,中央制御室,各種制御

盤が設置せられ,またまわりのスペースほ分解,組立用に

使用される｡したがって床荷 も1.5t/n2ないし2t/m2

程度にとられ床面はコンクリートにモルタル仕上げまた

ほタイル張りとし 観を保たせ階下に設置される主塞止

弁,再熱塞止弁,中間阻止弁,油冷却器,補助油ポンプ,

竪形給水加熱器そのほかの分解用ハッチが設けられま

た,復水器回りは採光,換気のため吹抜を設けるが取は

ずし可能なグレーティソグ張とする｡励磁機は直結の場

合と別置の場合があるが別置の場合ほ設置場所に注意し

離相母線の上にくることのないよう注意する｡

四階以上ほボイラ運転保守に必要なグレーティングを

設け脱気器,各種タンク は必要高さの階を利用して設
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置する｡一般に四階以上のボイラサイドほマイドルスペ

ースとなりやすいため半屋外構造やこの部分せカットし

□ □

0 0

給水

第11図 冷却水ポンプ配置の例

;令加水ポンプ

牽き二
耕二

村
講.■
±⊥-

∴こ_1

笹子

靂
〆

冶加水ポンプ

た建 とする場合が多い｡また後記するように配置の形

式によってほ給水加熱器をボイラサイドに設置してこの

スペースの有効利用を計ったり,給水加熱器設置のため

タービン室とミル室の間に1スパン設けてここに設置す

る場合もあり,後者においてはメタクラ室,パワーセン

タ重などもこのスパン上部に設けることもできる｡

一方大容量高温高圧になるに従って,主蒸気管,再熱

蒸気管などの肉厚,口径は非常に大となり,その酉己管計

画も,重要性を増してきたため,計画当初よりこれら主

配管の配置方針もあわせ考慮せねばならない｡

3･4 冷却水ポンプの位置

冷却水ポンプの位置ほ立地条件によりいろいろな場合

が生ずるが大別して次の二つに分けられる｡

(1)冷却水取入口にポンプ室を設けそれより復水器

まで冷却水管で導く方法｡
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(2)冷却水取入口より水路でタービン室近くまたは

タービン室内に導き冷却水ポンプを設置する方法｡

(1)(2)のいずれを採用するかは建築費運転監視など

を検討して決定するが(2)の例が多い｡弟11図Aは

(1)の方法8ほ(2)の方法を示す｡

3,5 配置計画と土木建築工程との関係

配置計画と土木建築工程とほ非常に密接な関係が存す

る｡まず前記大略の建屋と機器の配置により荷電分布図

が作成せられ,この荷重分布図により建築設計が行われ

さらに建岸荷重の加味された基礎荷重分布図により基礎

の設計が行われ施行せられる｡

一般に大容量火力発 所の完成は土木,建築,組立,

転を考えると,基礎工事開始後容量により多少の違

いほあるが20箇月ないし25箇月くらい必要となるゆえ,

基礎施行開始期日が運転開始時期を相当程度支配するこ

とになる.｡基礎工事の進行に従い,次いでマットコンク

リート打ちが行われるがこのときまでにマットより立ち

上るべき柱,大形機器の基線,マットに関係する冷却水

ポンプ因りピットや配管,復水ポンプ,ドレンポンプ用

ピットなどの計画を完了しておきマット打ちに支障ない

ようにせねばならない｡

さらに工事が進めば一階基礎囲および各階基礎図など

が必要となり,建築設計の進捗とともに,建築関係との

打合せを十分に行い,染,柱,プレーシング,などと機

器,配管などがぶつかり合うことのないよう注意せねば

ならない｡

4.Ⅰ 形 配 置

弟12図はⅠ形配置の代表的例である｡本例ではサー

ビスビル,電気室などをタービン建屋の外側に設置し,

冷却水ポンプは別置のポンプ室より地下を通り復水掛こ

導かれる｡発電機H力ほケーブルにより地下トレンチを

通り主変圧器へ導かれる｡タービンは2機を1絶とした

勝手違い配置で中間が復水器冷却管引抜スペースと冷却

水管の敷設スペースとしている｡給水加熱器,気権給水

ポンプそのほかの機器配置も図に示すとおりである｡

前に示した第10図ほクロスコンパウンド機の例(15)で

タービン室とボイラ室の間に給水加熱器室を設け,冷却

水ポンプをタービン室内に設置した形式である｡

また甘力母線ほ離相 緑を用いタービン建屋横に設置

された主変圧掛こ導かれ母線長さは最短となしうる｡

現在のわが

5.T 形 配 置

大容量火力発電所配置は屋内屋外をとわ

ずT形配置の例が多い｡T形配置忙ほ種々の形式がある

が給水加熱器の配置方法により弟13図に示すように3

形式が考えられる｡

A形 給水加熱器をボイラの横におく形

B形 給水加 器をタービンの横におく形

C形 給水加熱器をタービン室とボイラ室の間に別ス

パンを設けておく形

A,B,C各形それぞれの得失を有するが,建屋面積,

容積などを125,000kW級のユニットについて比較する

と弟3表のようで,面積,容積ともA,B,Cの順に増大

第3表 丁形配置比較表

備考 ㊥給水加熱器室はA形,C形はボイラ窒に含まれB形は

タービン室に含まれる｡

㊥比較対称は125MW級ユニット0
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する｡A形ほボイラ構のスペースを有効に利用しうるの

で面積,容積とも最も少なくまとめうる｡ただ抽気管ほ

いくぷん長くなる｡

B形ほ竪形給水加熱器をタービンの横に設置し分解組

圧

l
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立てなどにクレーンを利用し得かつ抽気管ほ短くなるが

クレーンスパンほ長くなる｡

C形は建屋ほ大となるが気権給水ポンプ,給水加熱器

メタクラ窒などの配置ほ十分余裕をもって行い得,特に
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第14図 丁形配置屋内式の一例
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第15園 丁形配置半屋外式の一例
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大容量となり給水加熱系統を2系列化した場合などにほ

便である｡

第14図はB形,弟15図は半屋外B形の例である.｡同

園により屋内,屋外の場合の相異がわかる｡なお弟】5図

においてほボイラ頂部と距前は しと内

はすべて屋内に収めた第3図のBに相当するものであ

る｡

またボイラバンカ位置はタービン室とボイラ本体の間

に設置するのが普通であるが場合によっては第Id図の

ように,バンカをボイラ横に設ける場合もある｡なお本

配置ほⅠ形の場合でも用いられることがある｡

る.配 置 各 論

d.1タービン発電横および架台回リ

タービン室の寸法を決定するタービン発電機の全長ほ

ー 9

吟
オ
ボ
ノ
ブ

概略第け図に示すようである｡ダブル

フローとトリプルフローにより著しく差

が生じクロスコンパウソドとなれば長さ

ほ短縮するが横幅が増大する｡励磁機は

大容量になれば別置または減速ギヤ付と

なりそれぞれの場合に応じ架台設計も異

なってくる｡最近第18図のように汽権

給水ポンプをタービン直結とし流体接手

を介して駆動する方法が採用せられる場

合もあり(16)(17)大容量クロスコンパウソ

ド機の場合タービン架台の

趣を異にしてくる｡

タービン架台は基礎工

計もだいぶ

より十分考慮

し架台柱や梁も強度,振動など十分検討

するとともに必要以上i･こ太くならぬよう

留意する｡架台下にほ復水器を初めとし

てタービン側には,主蒸気管,再熱管な

ど大径高温配管が通りかつ,抽気管,ブ

ランドシール装置および配管が設置せら

れ,場合によっては架台柱間に復水ボン

機側は

出力母線の引出し方法によりいくぶん架台設計も異な

る｡引出し方法は(A)離相母線を用い構に引き出す方法

(T形配置)と後に引き出す方法(Ⅰ形配置),(B)ケーブ

〝J〟肘

ノ∬〝〟

､､●､･l●lt

､Il･l

第17図 タービン発電機の大きさ比較図



754 昭和34年6月

流体揉宇

日 立

第181対 汽薩給水ポンプを直結したタービン発電機
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第19図 タービン発電機架台回り配置,配管図

ルにより地下ケーブルトレンチを設けて引き化す場合,

とがある｡そのほかPT,CTサージアブゾーバー,中性

点接地抵抗そのほかが配置せられるがそれぞれの場合に

応じ架台の設計,各機器の配置を計画せねばならない｡

また発電機水素冷却器の冷却水配管,水素補給ならびに

処理装置なども発電機架台下部付近に運転,監視保守な

どを考慮して配置する｡弟】9図ほ架台回り配置計画の

一例を示す｡

架台と密接な関係を有するのほ復水器である｡復水器

はそれぞれの場合の要 により舞7図のような方法があ

りまたその冷却管長,断面寸法,高さ,など配置上の要

請によりその設計と制限を受けるが,級合的計画により

最も適した設計を行うことが必要である｡復水器と低圧

タービン間の連結胴内に低圧給水加熱器を1台またほ数

台挿入する方法もよく採用せられる方法であり,据付面

積の節約,抽気配管の簡略化などの利点がある｡

タービン油タンクほ一階またほ二階タービン架台前部

に配置するが,油配管を考慮しかつ,タンク内におかれ

る油冷却器,補助油ポンプなどの運転監視の使なること,

分解引抜きを考 することが肝要である｡

る.2 給水加熱器,鋭気器および気確給水ポンプ

前にも記したように給水加熱器の配置場所いかんによ

ってT形配置の基本方式を決定するはどの影響力を有す

る｡配置箇所ほⅠ形,T形により異なりT形ほ3方法が
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第20図 給水加熱器据付方法の数例

ありさらに低圧給水加熱器は復水器上部胴体内に挿入せ

られる場合のあることはすでに

給水加熱器を横形にするか堅形にするかは配置により

定まり加 器自体の設計上,性能上の優劣はない｡横形

においてほ分解点検用に胴体または加熱管巣を引き出す

ためのガイドレールを必要とする｡竪形の場合ほ据付方

法により日立式と吊下げ式とがある｡弟20図Aほ自立

式Bほ吊下げ式Cほ復水器上部胴体へ挿入する場合の概

略図である｡そのほかの熱交換器すなわちドレンクーラ

淡水クーラ,復水クーラなど個々のサイクル計画iこより

決定する熱交換器配置は二義的に考えられるが据付方

法,堅形横形などの使用区分ほ大略同様である｡

脱気器の据付高さほ気絶給水ポンプの実際に必要とす

る抑込水頭と負荷変動などを考慮して定める余裕の押込

水頭により定まり,ポンプの仕様,給水温度,配管内の

損失水頭などより実際高さを決定する｡ポンプ側よりい

えば余裕の押込水頭が多いほど一般的には安全と考えら

れるが脱気器のように重量の大きい機器を高い位置に据

え付けることは建築費などの点より考えても好ましくな

い｡最近の脱気器ほ舘内にアンティフラッシュパイプを

具備しているので脱気器据付高さは必要最少限にしても

なんら心配がない｡

また,大容量高圧給水ポンプほ従来の2極 動機直結

による3,600rpmまたは3,000rpmよりさらにギヤア

ップして高速化する傾向にあり,この場合などほ低速の

ブスターボンプを用いるため正味押込水頭はさらに減じ

脱気器高さは減じらる(18)とともにポンプ自体の段数,

寸法なども減少しうる｡

脱気器降水管の寸法などはH.E.Ⅰ.(19)に規定せられて

いるがこの配管ほ脱気紹の直下に水平部またほ水平に近

い部分を有しないようにすることがフラッシソグ防止上

必要である｡

-
い 給水ポンプは1権に対し2台ないし4台 置せら

れ設置場所もいろいろあるが,なるべく脱気器降水管を

短くしうること,吸込管,吐出管の配管スペース,運転,保

守,分解スペースなどを考慮する｡分解用としてモノレー

ルを用いる場合など配管との関係ほ十分考窟を要する｡
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る.3 ボイラ回り補機器類

ボイラ補機[~P,ミル,通風装置,空気予熱装置などは

ボイラ本体,鉄管などと関連しボイラ基本計画に属する

ゆえここでは触れない｡

重油燃焼装置は仙圧噴 式か蒸気噴燃式かの別により

多少配置的に変化があり,また重油加熱用蒸気を直接ド

ラムより減圧して使用する場合は問題ないが,蒸気コン

バータを設置する場合もあるゆえ注意を要する｡

コンプレッサは操作空気用,所内用とがありまたスー

トブロアに空気式を用いる場合はスートブロア用コンプ

レッサならびにレシーバが必要となり相当のスペースを

要するゆえこの点考慮せねばならぬ｡

液注入装置,サンプリングラック,ブローフラッシ

エタンクなどもそれぞれ適宜酉己置する｡

灰流しポンプ位置ほ冷却水ポンプ近くに設け灰流し用

水配管,灰流しピットなども全体的にケーブルトレンチ,

パイプトレンチ,などをあわせ考えまた灰処理装置の全

体計画に合わせ計画する｡

ボイラ禰機ではないが一般に一階ボイラ室に配置せら

れるものをこ蒸溜水タンクがある｡また軸受冷却用水のへ

ッドタンク,雑用水タンク,消火
バとなクンタ

イラ室を利川し必要のヘッドをとりうる床に設置する｡

d.4 変圧器および開閉装置

配置的に相当のスペースを要する開閉装置室の計画は

前記のように計耐当初より念頭におかねばならぬ問題で

ある｡

最近の大容量火力発電所の所内,電源系統はいろいろ

の方式があるがいずれも 中化,閉鎖化,日動化,ユニツ

ト化の傾向にあり一例をあげれば第21図のようである｡

主変圧器,所内変圧器,起動変圧器は屋外設置が多く

産屋側動こならべ互にコンクリートのバリヤで隔離す

る｡発電機と主変圧器,所内変圧器間の母線は離相母線

の使ノー1-1が増化してきた｡

所内補機ほその容量に応じて3,300～4,200V級の高圧

補機 と460Vないし220V級の低圧補機群にわかたれ,

用途別には各ユニットごとに設置されるユニツ†補機と

所共通補放として使用される共通補機に大別され

る｡弟21図A群に属する高圧スイッチギヤは,ユニツ

ト用ほ所内 虻器より,共通用ほ起動用変圧器忙より逓

降されてる｡これらスイッチギヤはメタルクラッド形配

られそれぞれメタクラ室に設置される｡本

配電盤より高圧モータ用電泌ほケーブルにてトラフまた

はトレンチを通して接続され一部は変圧器により逓降さ

れて440V級に下されB群のパワーセンタに接続される｡

パワーセンタより440V級低圧モータに直接ケーブル

にて接続せられると同時に一郎はさらに電圧を下げて

220V放としB許なるパワーセンタを経て現場の適当場

ホ
l l

誓 ■響
壬叙圧芸

/列レクラット

L餌田立h芸

戸月餌食圧蓋

パワーセンタ

･
､
‥
‥

]
｢
‥
･
L

共通パフ爪センタ

｢甘打

第21図 単 線
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の図線結

所に設置せられるコントロールセンタ群Cに導かれる系

統と直接モータに導かれる系統とがある｡

パワーセンタもメタルクラッド形配 盤でユニット用

および共通用にわかたられそれぞれまとめてパワーセン

タ室を作り収納する｡

いずれのメタクラ数も引出し用スペースおよび後面に

所要スペースを与えることが肝要でさらに母線のつなぎ

こみ,引出しなどを考慮せねほならぬ｡

コントロールセンタほ最近の火力発電所で採用されて

いる補機の 中制御盤で小容量電動機とのほかの負荷中

心に設置せられ次の特長を有する｡

(1)配置計画が単純化されること｡

(2)床面積が節約されること｡

(3)監視が容易で操作,保守,点検に便なること｡

(4)酉己繰が使で外観が なること｡

コントロールセンタは一般にタービン補機群,ボイラ

補機群,スートブロア群,純水装置群,共通設置群など

に分けられまたボイラ群,タービン許などほ2箇所また

はそれ以上に分置することもあり,それぞれの負荷の中

心付近で運転監視操作に使なることおよび配線に便なる

位置とする｡

上記各開閉装置ならびに各負荷の問および中火制御室

を中心として各現場制御盤,各検H点などの間には多数

の動力川ケーブル,制御配管,配線が行われる｡これらケ

ーブル数は一階床下に設けられるケーブルトレンチ内に

整然と配置するよう考慮し急激な曲げなどを行わぬよう

に注意する｡トレンチより個々のモータなどへの接続は

コンジットチューブによる｡中央制御室の床~Fおよびメ
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第22回 申央制御室配置の二,三の例

第41巻 第6号

㌻一ヒン倒

第23図 中央 制御室形状 の 数例

タクラ宅の床下ほケーブル室としての余裕をとり配線に

無理のないようあらかじめ考慮しておく｡二階以上の床

下に設けられるケーブル摂は,鋼板製のケーブルトラフ

により設置する｡ケーブルトラフは動力用と制御用と別

々むこ敷設するか一つのトラフを仕切って使用する｡最近

はケーブルトレンチの代りに,すべてケーブルトラフに

する傾向があり,Ebasco等でも,大容量補機を有する

火力設備に対してほケーブルトラフ方式を推奨している

ようである｡

このほか電気関係として直流電源用としてバッテリが

設置される｡バッテリ窒は直射日光に当らぬ位置がよく

また,酸類に対する注意を要する｡

直流電源用としてディーゼル発電機を設備することも

ある｡

る.5 中央制御室

中央制御室はタービンとボイラの中間に設ける場合が

多く,ときとしてボイラ側に設けることもある｡一般に

一つの中央室から2台制御するが特別の場合3台ないし

4台行うこともある｡第22匡【は中央室の位置の数例で

ある｡

制御室の形状は柱剖,盤配置により種々あり弟23図に

その代 例を示す｡

タービン側

中央室内はェヤコンディショニングを行う場合が多

く,エヤコンディショニング装置の設置位置なども考慮

せねばならぬ｡

る.占 主要配管

大容量発電所においてほ主蒸気管,再熱蒸気管などが

大径厚内となり熱膨張も大となるため,これら配管の設

計ほ慎重を要し計画の段階より無理のないよう,主配管

は優先的に考慮せねばならぬ｡特にタービン架台回り,

タービン前側から立上りなど,熱応力の点,吊り装置の

スペース, 観などを考慮しなければならない｡

タービン前側は,主蒸気,高温再熱,低温再熱管など

が通るため高さ方向の配置は注意を要する｡また,曲げ

半径も管外径の4.5～6倍とせねばならぬ上,冷問と熱間

で熱膨張による変位が大なるゆえ,柱,梁などとのクリ

アランスは十分とる要がある｡

る.7 冷却水ポンプピットの形状

斜流ポンプなど低揚程竪形冷却水ポンプはサクショソ

ピットの形状に対して非常に敏感でこの形状またはピッ

I内におけるポンプの位置が適当でない場合ほポンプが

空気を吸い込んだり渦のため振動を生じまた性能の低下
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第24図 ポンプサクションピットの形状と寸法
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第26｢宝Ⅰ225MW2台のプラントと 450MW

l台のプラントとの建屋比較区l

をきたす｡ポンプビットの大略の標準ほ第24図〔20)のと

おりで,突込み深さおよびピットの寸法ほ木図により計

画すればよい｡いずれにしても横形ポンプと違い堅形ポ

ンプのサクションピット計画は注意を要し水路ほ十分大

きくとり流速は0.5皿/s以下としポンプ吸込口付近で急

角度の方向変灘などは避け,渦の発生などを防がねばな

らぬ｡

サクションピッ1､の形状は冷却水ポンプをタービン

屋内に設置する場合,建屋の葛礎や柱により制限をうけ

る場合特に問題となりやすいし〕

7･出力,配置形式と建屋寸法

配置の基本形式が建睦の両脚こ関係あることはすでに

記した｡第25図は矢 発電所の出力ならびに配置基本

形式による建屋の面積を示す｡国中66,000kW級までは

非再熱,75,000kW以上は再熱式である｡本国により配

置形式および出力に従って建屋面積ほ異なる傾向が大体

把挺しうるこつさらに容量が大となり 臨界圧二蚕再熱プ

ラントなどになれば kWあたり建屋面積ほさらに減ず

る｡第2る図(21)ほ225,000kWタンデムコンパウンド磯

2台のプラントと 450,000kW 臨界圧二重再熱機1台

のプラントの建屋比較図でこの級になるとkWあたりの

面積,容積ともに著しく減ずることがわかる｡これらの

点より考えても系統 力に応じてできるだけ大容丑のユ

ニットとすることが有利となる理である｡

8.結 言

個々の発電所の計酎こ関する文献はわが同および外国

において多数発 せられておりそれぞれの立地条件使用

条件に止こじ適切な設計がなされている｡本文ほ機器メー

カーとして手がけてきた多数のプラントに関する経験と

抑ノづ外の庖●名発電所を総合的に検討し次の計画の参考と

すべく配置の要求についてまとめてみた｡

配置の問題ほ非常に複雑でこれを完全に標準化するこ

とほ不可能であろうが少しでも系統的にまとめ,形式,

基礎質料を悠傭することは次の計画に対する良き参考と

なるものと考えるし)

わが国の火力倭電所の設計も幾多の新鋭プラントの建

設により著しい進歩を遂げさらに将来の発展が約 され

ているがこれらの進歩は総合封画の面で外l一旦技術特に輸

入フ｢ラントによる米匝†コンサルタントの影響が強い点は

否1走できない｡今後われわれはわが国独自の条件に合致

したプランの設計に努力せねばならぬと考える｡最後に

穐々御指主凱､ただいた日立製作所ならびに各電力会社の

関係者各位に感謝する次第である｡
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特 許 と 新 案

最近登録された日立製作所の特許および実用新案

名 称

特 許

特 許

249981

250428

250443

250444

250434

250435

250436

250438

250439

250440

250424

250426

250429

250430

250432

250433

250446

250447

250421

250423

250445

250422

250431

250437

250441

250421

250427

250425

250442

工場 別

巻 取 機 の 張 力 制 御 装 置

締 金 具

耐震型起動抵抗器把手鎖錠装 置

進行波型電子あるいほイオン加1速装置

複数被制御所の直列式遠プノ集中制御方式

装合間再の線電送線回
､

､

装合間再るけおに線電送線回
-

■

交
車
エ
2 一重

両
べ

レ

掘 削

フ レ

車
入

関

油

機気
用

ク
用
ジ

変

カ ッ

置
置
器
器
匿
チ
置
タ

巻上機における巻上ロ【-一プの衝撃防止方法

不連続な摺動面を摺動させる切換摺動体の
密封装置

水 中 モ タ

石炭水力輸送管における石炭の供給装置

コイル状給炭器を使用した石炭の水揚装置
電 子 線 の 速 度 分 析 装 置
プ ロ グ ラ ム 制 御 装 置

Ⅹ線回転断層撮影装置における断層面変更
装置

巻 鉄 心 の 接 着 力 法

移 動 体 の 定 位 制 御 装 置

単一押ボタ ソに.よる電動機制御装置

クライストロン発振器のFi動周波数制御方
式

入力の変化に対応するリ レー駆動装置

接触変流機動作状態指示装置

定 電 圧 移 相 装 置
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良 案
存 裁
明 嗣

喜一郎
陽

武
武
愛
愛
達
忠

宰
英
六

忠
輝

重曹

嵐
〓
素

勉
鱗
睦
恒
万

夫
夫
一
一
勇
夫
稔
膵
治
寅
郎

夫
男
進
宏
樹
雄
進
樹
六

け
n
｢
け
ハ
け

自{月

次

部善右南門

小野田

､ヽ

徳太郎
英 明

芳 光

34.3.4

34.3.16

(第27頁へ続く)




